
か
ら
の
研
究
依
頼
に
対
し
、

双
方
の
得
意
分
野
を
活
か
し

て
共
同
で
研
究
を
行
う
な
ど

の
対
応
が
考
え
ら
れ
る
。

　

特
に
今
後
期
待
さ
れ
る
成

果
と
し
て
は
、
教
職
員
の
資

質
改
善
・
開
発
（
Ｆ
Ｄ
・
Ｓ

Ｄ
）
に
関
す
る
積
極
的
な
交

流
、
施
設
・
設
備
の
相
互
利

用
な
ど
を
想
定
し
て
い
る
。

既
に
本
年
４
月
よ
り
大
学
院

生
の
交
流
及
び
設
備
の
相
互

利
用
を
開
始
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
本
協
定
は
本
年
４
月

１
日
に
遡
及
し
て
締
結
し
て

い
る
。
ま
た
９
月
６
日
に

は
、
本
学
で
開
催
さ
れ
た
教

育
改
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
安

田
学
長
以
下
同
大
教
職
員
８

名
が
参
加
す
る
な
ど
、
着
実

に
実
績
を
重
ね
て
い
る
。

　

大
学
間
の
連
携
協
力
に
つ

い
て
は
、
文
部
科
学
省
が
私

立
大
学
等
総
合
改
革
支
援
事

業
と
し
て
推
進
し
て
お
り
、

本
学
は
今
後
も
他
大
学
と
の

積
極
的
な
連
携
協
力
を
進
め

て
い
く
。

　

教
育
分
野
に
お
い
て
は
、

学
生
の
単
位
互
換
制
度
を
導

入
す
る
。
研
究
分
野
で
は
、

外
部
資
金
を
共
同
で
確
保
し

て
行
う
共
同
研
究
を
推
進
。

ま
た
、
教
員
及
び
大
学
院
生

が
連
携
先
大
学
の
研
究
に
参

加
す
る
、
相
互
に
研
究
指
導

を
受
け
る
な
ど
、
研
究
者
同

士
の
交
流
も
進
め
て
い
く
。

社
会
貢
献
分
野
で
は
、
外
部

　

本
協
定
は
「
連
携
協
力
に

よ
っ
て
両
大
学
の
強
み
を
活

か
し
、相
互
に
補
完
す
る
こ

と
で
教
育
、研
究
、社
会
貢
献

の
一
層
の
進
展
を
図
り
、両
大

学
の
更
な
る
発
展
と
社
会
的

地
位
の
向
上
に
繋
げ
る
」こ

と
を
目
的
と
す
る
。長
年
の

協
力
関
係
を
さ
ら
に
深
め
、

各
分
野
に
お
け
る
一
層
強
固

な
連
携
構
築
を
目
指
す
。

整
備
を
行
っ
た
う
え
で
学
内

に
展
示
を
し
、
新
入
生
に
無

償
提
供
す
る
と
い
う
企
画
。

さ
ら
に
は
、
こ
の
活
動
を
通

し
て
学
生
の
「
３
Ｒ
（
リ

デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ

サ
イ
ク
ル
）
活
動
」
の
意
識

啓
発
に
繋
げ
て
い
る
。

　

表
彰
式
は
久
喜
宮
代
清
掃

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
行
わ
れ

た
。
学
生
環
境
推
進
委
員
会

前
委
員
長
の
坪
井
友
君
（
情

報
工
学
科
４
年
）、
副
委
員

長
の
新
井
達
喜
君
（
建
築
学

科
２
年
）
が
出
席
し
、
賞
状

と
副
賞
を
授
与
さ
れ
た
。
受

賞
挨
拶
で
は
、
坪
井
君
が
取

り
組
み
内
容
の
苦
労
話
な
ど

を
語
っ
た
。

彰
制
度
・
リ
サ
イ
ク
ル
部
門
」

の
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

　

こ
の
活
動
は

２
０
０
３
年
か

ら
13
年
間
継
続

し
て
毎
年
実
施

さ
れ
て
お
り
、

不
要
と
な
っ
た

家
具
や
家
電
を

卒
業
し
た
学
生

か
ら
無
料
で
回

収
し
、
清
掃
、

生
組
合
主
催
「
ご
み
を
減
ら

し
て
き
れ
い
な
街
づ
く
り
表

　

９
月
26
日
、
学
生
環
境
推

進
委
員
会
の
活
動
の
ひ
と
つ

で
あ
る
「
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ョ
ッ
プ
活
動
」
が
、
ご
み

の
減
量
化
に
寄
与
し
て
い
る

と
評
価
さ
れ
、
久
喜
宮
代
衛

　

か
ね
て
か
ら
要
望
の
あ
っ

た
「
第
２
学
生
駐
車
場
」
が

７
月
26
日
に
完
成
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
従
来
の
学
生
駐

車
場
（「
第
１
学
生
駐
車
場
」

と
呼
称
）
と
併
せ
、
約
２
１

０
台
の
駐
車
が
可
能
と
な
っ

た
。
場
所
は
キ
ャ
ン
パ
ス
隣

の
宮
代
消
防
署
南
側
（
約
３

０
０
０
平
方
㍍
、
収
容
台
数

＝
１
０
９
台
）。

　

開
通
式
に
は
教
職
員
や
施

工
業
者
が
出
席
し
、
柳
澤
理

事
長
、
成
田
学
長
、
竹
内
学

生
支
援
部
長
が
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
を
行
っ
た
。

　

式
典
は
９
月
20
日
、
本
学

14
号
館
会
議
室
に
て
執
り
行

わ
れ
た
。

　

ま
ず
午
前
９
時
30
分
よ
り

秋
季
学
位
記
授
与
式
、
留
学

生
別
科
修
了
証
書
授
与
式
が

挙
行
さ
れ
、
学
部
86
名
、
大

学
院
工
学
研
究
科
博
士
前
期

課
程
４
名
、
博
士
後
期
課
程

１
名
、
留
学
生
別
科
14
名

（
早
期
修
了
２
名
含
む
）
が

本
学
を
卒
業
、
修
了
し
た
。

　

成
田
健
一
学
長
は
告
辞
と

し
て
「
言
わ
れ
た
こ
と
だ
け

を
こ
な
す
『
マ
ニ
ュ
ア
ル
人

間
』
で
は
生
き
残
れ
な
い
。

『
生
涯
学
び
続
け
る
技
術
者
』

で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
再
認
識
し
、
自
己
研
鑽
と

い
う
ル
ー
テ
ィ
ン
を
身
に
つ

け
る
べ
く
、
明
日
か
ら
新
た

な
努
力
に
励
ん
で
ほ
し
い
」

と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。
そ
の

後
、
柳
澤
章
理
事
長
に
よ
る

程
３
名
、
留
学
生

別
科
13
名
が
本
学

に
入
学
し
た
。

　

式
で
は
成
田
学

長
に
よ
る
式
辞
、

柳
澤
理
事
長
に
よ

る
祝
辞
、
後
援

会
、
工
友
会
か
ら

の
記
念
品
贈
呈
が

行
わ
れ
、
新
入
生

た
ち
は
少
し
緊
張

し
た
面
持
ち
で
式

に
臨
ん
で
い
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模

様
で
あ
っ
た
が
、
柳
澤
理
事

長
、
市
川
後
援
会
長
、
土
井

工
友
会
長
、
日
本
工
業
大
学

祝
辞
、
後
援
会
、
工
友
会
か

ら
の
記
念
品
贈
呈
へ
と
進

み
、
最
後
は
全
員
で
校
歌
を

斉
唱
し
た
。
式
終
了
後
に
は

友
人
、
教
職
員
、
家
族
と
の

記
念
撮
影
な
ど
、
別
れ
を
惜

し
む
場
面
も
見
ら
れ
た
。

　

正
午
よ
り
同
会
場
に
お
い

て
秋
季
入
学
式
が
挙
行
さ
れ

た
。
今
年
度
は
学
部
11
名
、

大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
前

期
課
程
５
名
、
博
士
後
期
課

駒
場
高
校
・
中
学
の
吉
田
校

長
を
は
じ
め
多
く
の
教
職

員
、
ご
父
母
が
出
席
し
、
華

や
か
な
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。 成田学長より学位記を受け取る修了生

秋
季
学
位
記
授
与
式
・
入
学
式

留
学
生
別
科
修
了
式 

挙
行

第
２
学
生
駐
車
場
利
用
開
始

駐
車
可
能
台
数
が
２
１
０
台
に

駐車場入り口にてテープカット

表彰状を授与される坪井君

学
生
運
営「
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョッ
プ
」

最
優
秀
賞
受
賞

久
喜
宮
代
衛
生
組
合
主
催

ご
み
を
減
ら
し
て
き
れ
い
な
街
づ
く
り
表
彰

協定書を交わした成田学長（左）と安田学長

　

本
学
と
東
京
電
機
大
学
は
「
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
た
。

　

８
月
４
日
、
東
京
電
機
大
学
の
安
田
浩
学
長
及
び
同
大
執
行
部
一
行
が
来
学
、
調
印

式
が
執
り
行
わ
れ
、
本
学
成
田
健
一
学
長
と
安
田
学
長
が
協
定
書
に
署
名
し
た
。

教育、研究、社会貢献などで交流促進

東京電機大学と連携協力協定締結

第48回 若杉祭 11/5・6

テーマ「笑顔」

　いよいよ本学の一大イベント「若杉祭」の季節が
やってきました。今年のテーマは「笑顔」！シンプルで
すが、来場者はもちろん、私たちスタッフを含めた関
係者全員が笑顔になることが若杉祭の成功に繋がって
いくと考えました。本学の大学祭は学生だけではなく、
地域の人やその子供たちとの関わりが強いのも魅力の
一つです。大人から子供まで笑顔になっていく、そん
な若杉祭となっていますので、ぜひご来場ください。
� 大学祭実行委員会委員長　石沢友樹

昨年の様子

日本工業大学　工学部　平成29年度入試日程
●機械工学科　●ものづくり環境学科　●創造システム工学科　●電気電子工学科　●情報工学科　●建築学科　●生活環境デザイン学科

入試種別 日　　　　程

特別奨学生入試
筆記試験、調査書
および面接による選考

第2期
出願期間 1/  6（金）※1〜1/20（金）※2 奨学生には、1年次の授業料

全額または半額を免除試験日 1/29（日）〜2/  1（水）本学（都合のよい1日を選択）

一般入試

一般入試Ａ 一般入試Ｂ
出願期間 1/  6（金）※1〜1/20（金）※2 2/2（木）〜2/14（火）

試験日
［東京会場は、神田キャンパス］

1/29（日）本学･東京･郡山･水戸・高崎･柏･富山

2/21（火）　本学・東京
1/30（月）本学･東京･宇都宮･千葉・横浜･長野
1/31（火）本学･東京･仙台･新潟･静岡
2/  1（水）本学･東京

センター利用入試
センター利用入試Ａ センター利用入試Ｂ センター利用入試Ｃ

出願期間 1/  6（金）※1～1/30（月） 2/2（木）〜2/14（火） 2/24（金）〜3/9（木）

AO入試

・AOエントリー入試

・AOコーディネータ入試

第3期 第4期

AOエントリー
入試

エントリー期間 11/  1（火）〜11/  9（水） 1/27（金）〜2/23（木）
面談日 11/12（土）・26（土） 書類受理後に連絡
内定日 11/29（火） 3/  6（月）まで

コーディネータ入試の申込期間 平成29年2月23日（木）まで、随時受付
出願期間 11/30（水）〜12/  8（木） 2/24（金）〜3/  9（木）
合格発表 12/22（木） 3/16（木）

社会人大学院生　募集（日本工業大学大学院　社会人特別選抜）
本学で先端技術研究の取り組みを

◆大学院工学研究科
　博士前期課程・博士後期課程　　‌�＊環境共生システム学専攻　　　＊機械システム工学専攻

＊電子情報メディア工学専攻　　＊建築デザイン学専攻

■平成29年度　大学院　社会人特別選抜入試日程

※1　インターネット出願は、12/20(火)より受付開始！　
※2　本学会場のみ、1/21(土)・23(月)も窓口受付。
【皆さんのチャレンジを待ってます。専門高校入試(Ｂ 工業科)、一般推薦入試(公募制) 】
＜第1期＞出願期間：11/1(火)〜11/10(木)、面接日：11/19(土)本学、合格発表日：11/29(火)
＜第2期＞出願期間：11/29(火)〜12/8(木)、面接日：12/17(土)本学、合格発表日：12/22(木)
＊各入試の詳細は,それぞれの「募集要項」でご確認ください。
願書のご請求およびお問い合せ先　　　入試室　電話：0120-250-267

お問合せ先：教務部教務課　大学院入試係　TEL　0480-33-7507　URL　http://www.nit.ac.jp

日程
出願期間 面接試験 合格発表 手続締切

二次募集 平成29年2月8日〜2月15日 2月22日 3月3日 平成28年3月9日
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私
は
昨
年
４
月
か
ら
専
門

職
大
学
院
（
技
術
経
営
研
究

科
）
の
教
員
と
し
て
働
く
ご

縁
を
得
た
。
当
大
学
院
に
お

い
て
、「
志
」
を
持
ち
事
業

を
興
す
こ
と
、
事
業
と
共
に

そ
の
「
志
」
を
リ
レ
ー
す
る

こ
と
、
そ
の
事
業
を
も
と
に

未
来
に
向
け
て
新
た
な
事
業

創
発
に
人
生
を
か
け
て
挑
戦

す
る
人
々
に
、
私
は
出
会
う

こ
と
と
な
っ
た
。

　

教
員
と
院
生
、
院
生
同
士

が
「
互
学
互
修
」
す
る
熱
い

現
場
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
１

年
間
寝
食
を
共
に
す
る
よ
う

な
濃
厚
な
時
間
を
通
じ
て
、

こ
れ
ま
で
の
様
々
な
実
体
験

を
相
互
に
語
り
合
い
共
有

し
、
信
頼
関
係
の
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い

る
。
当
大
学
院
で
は
経
営
者

が
必
要
と
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
ス
キ
ル
を
体
系
的
に
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

ス
キ
ル
を
学
ぶ
こ
と
が
最
終

目
標
で
は
な
く
、
何
よ
り
も

大
切
な
こ
と
は
、
先
ず
、

「
互
学
互
修
」
を
通
じ
て
議

論
を
尽
く
し
、
課
題
認
識
を

明
確
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
自
身
の
「
志
」

を
一
層
強
く
し
、
そ
の
達
成

の
た
め
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス

キ
ル
を
身
に
付
け
る
と
い
う

こ
と
だ
。

　

神
田
神
保
町
は
、
集
積
規

模
に
お
い
て
世
界
一
の
書
店

街
（
特
に
古
書
店
）
を
形
成

し
て
お
り
、
長
年
に
亘
り
、

「
古
書
」
を
介
し
て
、「
ナ

レ
ッ
ジ
」
の
流
通
拠
点
と
し

務
経
験
を
踏
ま
え
、
一
度
、

専
門
職
大
学
院
に
て
経
営

学
を
体
系
立
て
て
学
び
直

し
、
経
営
に
関
す
る
専
門

性
を
向
上
さ
せ
た
い
と
考

え
て
い
る
多
く
の
潜
在
的

な
読
者
に
と
っ
て
、
本
書

が
一
助
に
な
る
こ
と
を
願

う
も
の
で
あ
る
。

で
世
に
紹
介
し
て
は
と
思

い
、
小
田
研
究
科
長
を
は
じ

め
大
学
院
関
係
者
、
そ
し
て

当
大
学
院
修
了
生
で
あ
る
経

営
者
の
方
々
に
ご
意
見
を
う

か
が
っ
た
と
こ
ろ
多
数
の
賛

同
を
い
た
だ
き
、
今
回
は
８

法
人
の
経
営
者
の
方
々
か
ら

取
材
に
応
じ
て
い
た
だ
く
こ

と
の
快
諾
を
得
た
。
新
し
い

技
術
や
社
会
の
動
向
を
展
望

し
、
あ
る
い
は
運
命
的
な
出

会
い
を
通
じ
て
、「
志
」
を

持
ち
起
業
し
た
経
営
者
の

方
々
、
そ
の
「
志
」
を
継
承

し
、
あ
る
い
は
継
承
し
つ
つ

も
創
発
的
に
第
二
創
業
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
る
経
営

者
の
方
々
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
豊
富
な
実

て
機
能
し
て
き
た
わ
け
だ

が
、
当
大
学
院
は
「
志
」
の

リ
レ
ー
拠
点
と
し
て
機
能
し

て
い
る
。
今
年
３
月
の
大
学

院
修
了
式
の
あ
と
の
院
生
主

催
に
よ
る
謝
恩
会
に
お
い

て
、
あ
る
院
生
は
こ
の
神
保

町
で
の
貴
重
な
１
年
間
の
教

員
と
院
生
、
院
生
同
士
に
よ

る
「
互
学
互
修
」
の
体
験

と
、
突
如
と
し
て
出
現
す
る

人
間
的
魅
力
に
満
ち
た
先
輩

た
ち
と
の
交
流
の
場
を
「
神

保
町
の
奇
跡
」
で
あ
る
と

言
っ
た
が
、
私
自
身
は
ま
さ

に
そ
の
現
場
に
立
ち
会
っ
た

証
言
者
の
一
人
で
あ
る
と
自

認
し
て
い
る
。

　

私
は
、
こ
の
「
神
保
町
の

奇
跡
」
の
一
部
を
書
籍
の
形

『
起
業
と
第
二
創
業
』刊
行
の
経
緯

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り

大
学
院
技
術
経
営
研
究
科 

教
授　

三
宅　

将
之

第10回マイクロロボコン高校生大会第8回3D-CADプロダクトデザインコンテスト

　9月17日（土）、1都7県14高校から70
名90台が集結し競技大会が開催された。
初心者を対象としたノビス部門では45台
がエントリし、うち22台が完走した。エ
キスパート部門では45台中23台が予選
を完走し、その上位8名が決勝トーナメ
ントに進み、1戦ごとに難易度が上がる
コースで熱戦を繰り広げた。決勝戦では
小さなカーブの連続と交差点に苦戦し、

　10月30日、本学で第8回3D-CADプ
ロダクトデザインコンテストの授賞式が
行われた。全国23都道府県から39校の
参加が有り、テーマ部門「新しい道具」
122作品（29校）、自由デザイン部門76
作品（20校）、CGアイディア部門14作品
（5校）の出展があった。授賞式当日は
有元正存氏（デザインジャーナリスト）
の講演、入賞作品全ての造形品が展示

競技結果
順位・表 高校名 操作者 ロボット名

エ
キ
ス
パ
ー
ト
部
門

優勝 茨城県立つくば工科高等学校 岩﨑　由衣 カリレジェ
準優勝 東京都立八王子桑志高等学校 枦山　眞之輔 @robo_ken_chan
3位 長野県松本工業高等学校 井口　颯人 弐号機
4位 愛媛県立新居浜工業高等学校 白石　航司 のぞみ
5位 茨城県立つくば工科高等学校 丸山　太一 よっちゃんイカ☆
5位 茨城県立つくば工科高等学校 今野　千早矢 ミディアムウェル
5位 東京都立八王子桑志高等学校 荒井　陸 おゆび
5位 愛媛県立新居浜工業高等学校 楠　健太 こうのとり

ノ
ビ
ス
部
門

優勝 茨城県立つくば工科高等学校 藤浦　瑠奈 ブルーレア
準優勝 茨城県立つくば工科高等学校 入澤　和生 歩道橋
3位 茨城県立つくば工科高等学校 小倉　和暉 Seamonkey

特
別
賞

技術賞 東京都立八王子桑志高等学校 大澤　昂生 First
エコロジー賞 茨城県立総和工業高等学校 海老根　竜 4歩
デザイン賞 長野県松本工業高等学校 塩入　拓馬 β
学長賞 茨城県立つくば工科高等学校

どちらが勝ってもおかしくない展開となっ
た。
　会場が大きく盛り上がる中、今年の接
戦を制したのは茨城県立つくば工科高等
学校であった。実行委員会設計のエント
リマシンをベースに大きな改造はせず機
構部を丁寧に組上げ、調整して臨んだと
いう同校は両部門で好成績を収め、6名
が表彰台に上るという快挙となった。

された。
　テーマ部門の最優秀賞は複雑な機構
を詳細に描いた小川勝矢さん（徳山工業
高等専門学校）が受賞。また奨励学校
賞は熊本県立熊本工業高等学校、静岡
県立科学技術高等学校ならび群馬県立
前橋工業高等学校の3校が受賞した。な
お、自由デザイン部門とCGアイディア部
門の最優秀賞は該当無しであった。

14高校から90台参戦。つくば工科勢が大健闘応募総数212点。入賞作品は造形化し展示

各賞 チーム名／氏名 高校名
優秀賞 川口　遼 神戸市立科学技術高等学校
佳作 盛　栞菜 東京都立六郷工科高等学校
佳作 加藤　諒帆 愛知県立鶴城丘高等学校
佳作 増田　千紘 岐阜県立岐阜総合学園高等学校
CGアイディア部門：日常を彩る素敵なアイテム

最優秀賞 該当無し ―

優秀賞 該当無し ―
佳作 波多野　沙綺 岐阜県立岐阜総合学園高等学校
佳作 山中　更紗 愛知県立鶴城丘高等学校
佳作 本間　彩香 北海道函館工業高等学校

各賞 高校名
奨励学校賞 熊本県立熊本工業高等学校
奨励学校賞 静岡県立科学技術高等学校
奨励学校賞 群馬県立前橋工業高等学校

各賞 チーム名／氏名 高校名
テーマ部門：新しい道具
最優秀賞 小川　勝矢 国立徳山工業高等専門学校
有元正存賞 一條　歩夢 岐阜県立岐阜総合学園高等学校
優秀賞 金井　優作 群馬県立利根実業高等学校
優秀賞 種山　翔太 長野県松本工業高等学校
エコロジー賞 該当無し ―
審査員特別賞 石井　翔太 群馬県立富岡実業高等学校
審査員特別賞 三矢　夕乃 愛知県立鶴城丘高等学校

佳作 田口　聖也 秋田県立大曲工業高校

佳作 大久保　颯人 宮城県工業高等学校
佳作 小林　勇人 群馬県立高崎工業高等学校
佳作 小平　隼資 東京都立王子総合高等学校
佳作 吉村　絢香 東京都立六郷工科高等学校
佳作 荒川　緋南 愛知県立起工業高等学校
自由デザイン部門
最優秀賞 該当無し ―

最優秀賞作品（左）と内部の透視画像。機構的な部分まで詳細に設計されている点が評価された。 マイクロロボット 各ステージでは白熱した競技が繰り広げられた

審査結果

第30回日本工業大学建築設計競技

全国から138作品の応募「おとなりも考える家」

審査結果 氏　　名 高校名 学科・学年

一等
○山崎　創羽
　三村　雄太
　西村　藍

兵庫県立神戸工業高等学校 建築科2年

二等
○藤井　真樹
　竹村　朱李
　竹本　圭吾

広島市立広島工業高等学校 建築科3年

三　等 　浅見　周 埼玉県立熊谷工業高等学校 建築科3年

審査員賞
（野沢正光）

○岡西　雛子
　杉本　彩華 広島市立広島工業高等学校 建築科2年

審査員賞
（吉村英孝） 　野島　太一 東京都立総合工科高等学校 建築・都市工学科3年

審査員賞
（金野千恵） 　田阪　広大 滋賀県立安曇川高等学校 総合学科・建築デ

ザイン系列3年

佳　作
○三村　雄太
　山崎　創羽
　西村　藍

兵庫県立神戸工業高等学校 建築科2年

佳　作 　喜多　桂子 神戸市立科学技術高等学校 都市工学科2年

佳　作 　下平　舞佳 長野県長野工業高等学校 建築科3年

佳　作 　竹鼻　顕 私立日本工業大学駒場高等学校 建築科3年

佳　作 　西澤　克真 静岡県立科学技術高等学校 建築デザイン科2年

佳　作 ○猪原　蒼人
　三原　祥太郎 大分県立鶴崎工業高等学校 建築科3年

審査結果 氏　　名 高校名 学科・学年

佳　作 　佐藤　天 福島県立福島工業高等学校 建築科3年

佳　作 　工藤　紘也 青森県立青森工業高等学校 建築科3年

奨励賞 　北村　将 富山県立高岡工芸高等学校 建築科3年

奨励賞 　清水　克吉 静岡県立浜松工業高等学校 建築科3年

奨励賞 　平田　祐貴 愛知県立佐織工業高等学校 建築科3年

奨励賞 　古川　隼也 神戸市立科学技術高等学校 都市工学科2年

奨励賞 　小山　紗佳 長野県長野工業高等学校 建築科3年

奨励賞 　武井　杏奈 栃木県立真岡工業高等学校 建築科2年

奨励賞 　浅野　吟佳 堺市立堺高等学校 建築インテリア創造科2年

奨励賞 ○遠藤　希紗
　富樫　健蔵 群馬県立館林商工高等学校 建築科2年

建築科1年

奨励賞 　神岡　勇成 高知県立高知工業高等学校 建築科3年

奨励賞 　横井　公亮 静岡県立科学技術高等学校 建築デザイン科3年

奨励賞 　佐藤　直喜 静岡県立科学技術高等学校 建築デザイン科2年

奨励賞 　尾澤　正江 埼玉県立熊谷工業高等学校 建築科2年

奨励賞 　関根　宇伸 埼玉県立熊谷工業高等学校 建築科3年

奨励賞 　永吉　幸介 国立都城工業高等専門学校 建築学科3年

奨励賞 　渡辺　伊久美 福島県立福島工業高等学校 建築科3年

　テーマは「おとなりも考える家」。全国から
138作品の応募があった。入賞作品は11月5
日、6日にLCセンターで展示され、6日に同セ
ンターで表彰式が行われる。
【審査委員長の講評】
　今年わたしが皆さんにお出しした課題は「お
となりも考える家」というものでした。少し難
しいテーマであったかもしれません。結果138
点もの応募があったとの事で少しほっといたし
ました。作品が並ぶ製図室は壮観でした。私
が思い描いた課題のテーマに沿って提案してく
れた作品がある一方で、なるほどこんな考え
方、こんな舞台があったのか、と驚かされる
ものもありました。そうした応募作品に素晴ら
しい「考えるちから」を思いました。建築を考
えること、都市を考えること、コミュニティを
考えること、考えることは楽しいことです。考
えることになんの障害もありません。考えてい
れば考えていたことがいつか実現することもあ
るでしょう。みなさんの提案にそれを思いまし
た。応募してくれた皆さんに心から御礼をいた
します。ありがとう。� 野沢正光（建築家）

1等の作品「飛び出せ外へ〜八方美人の家」

入賞者� ○印は共同作品の代表者
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た
。

　

高
札
場
と
は
、
幕
府
が
定

め
た
法
令
や
公
定
運
賃
を
木

の
板
札
に
記
し
て
高
く
掲
げ

て
お
く
場
所
。
復
元
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
町
内
の
大
工
、

建
設
関
連
企
業
と
本
学
教

員
、
学
生
が
協
同
で
実
施
し

た
。
本
学
か
ら
は
、
生
活
環

境
デ
ザ
イ
ン
学

科
波
多
野
純
特

任
教
授
が
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
全
体

の
監
修
を
担

当
、
建
築
学
科

野
口
憲
治
助
手

が
技
術
指
導
に

あ
た
っ
た
。
こ

の
ほ
か
建
築
学

科
１
年
生
２

名
、
３
年
生
２

名
、
生
活
環
境

デ
ザ
イ
ン
学
科
４
年
生
３
名

の
７
名
の
学
制
が
参
加
。
大

工
か
ら
指
導
を
受
け
る
な

ど
、
作
業
を
通
じ
て
交
流
す

る
場
面
も
見
ら
れ
た
。

　

製
作
作
業
は
８
月
１
日
か

ら
本
学
建
築
技
術
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
９
日

に
基
礎
の
配
筋
工
事
、
10
日

に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
設
作

業
が
行
わ
れ
、
31
日
に
建
て

方
を
実
施
し
、
上
棟
式
が
執

り
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
10
月

30
日
、「
杉
戸
宿
開
宿
４
０

０
年
宿
場
ま
つ
り
」
の
行
事

の
ひ
と
つ
と
し
て
除
幕
式
が

開
催
さ
れ
、
正
式
に
一
般
へ

の
お
披
露
目
と
な
っ
た
。

　

本
学
は
包
括
的
連
携
協
定

を
締
結
し
て
い
る
埼
玉
県
杉

戸
町
な
ら
び
に
同
町
観
光
協

会
と
共
に
、
杉
戸
宿
開
宿
４

０
０
年
記
念
事
業
と
し
て
高

札
場
を
製
作
・
復
元
す
る

「
杉
戸
宿
高
札
場
復
元
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
画
、
10
月

30
日
に
復
元
作
業
を
完
了
し

な
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
、
講

演
内
容
は
、
賛
成
反
対
を
含

め
参
加
教
職
員
の
脳
裏
に
深

く
焼
き
つ
い
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　

今
回
の
企
画
は
、
協
定
校

の
東
京
電
機
大
学
と
の
共
催

と
し
た
。
同
大
学
か
ら
は
安

田
学
長
を
は
じ
め
多
く
の
皆

さ
ん
に
出
席
い
た
だ
い
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
に

は
、
講
師
と
東
京
電
機
大
学

の
関
係
者
を
お
招
き
し
て
簡

単
な
懇
親
会
を
催
し
、
さ
ら

に
懇
親
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
た
。

て
賛
否
両
論
を
意
図
し
な
が

ら
過
激
な
広
告
を
打
つ
こ
と

で
、
時
間
の
か
か
る
大
学
ブ

ラ
ン
ド
作
り
で
は
な
く
、
世

間
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
る
意
図
な
ど
が
紹
介

さ
れ
た
。
講
演
は
一
時
間
半

に
及
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
が
、

衝
撃
的
な
話
題
と
同
氏
の
明

快
で
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
話
し
方

は
、
聴
衆
を
強
く
引
き
つ
け

て
い
た
。
講
演
の
後
も
活
発

　

９
月
６
日
、
第
49
回
教
育

改
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催

さ
れ
た
。
テ
ー
マ
は
、
大
学

ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
と
広
報
戦

略
に
つ
い
て
考
え
る
も
の
で

あ
り
、
講
演
者
に
は
話
題
の

近
畿
大
学
広
報
部
長
の
世
耕

石
弘
氏
を
お
迎
え
し
た
。

　

講
演
で
は
、
世
間
の
大
学

ラ
ン
キ
ン
グ
意
識
は
根
強

く
、
そ
れ
を
変
え
る
こ
と
は

容
易
で
は
な
い
こ
と
、
あ
え

　

夏
休
み
明
け
の
９
月
下
旬

か
ら
、
内
定
を
得
て
い
な
い

学
生
の
相
談
が
目
立
ち
始
め

た
。

　

こ
の
時
期
ま
で
内
定
が
得

ら
れ
な
か
っ
た
理
由
を
聞
く

と
、「
卒
業
研
究
に
集
中
し
て

い
て
就
活
し
な
か
っ
た
」、

「
数
社
受
け
た
が
不
合
格
と
な

り
落
ち
込
ん
で
い
る
う
ち
に

９
月
に
な
っ
た
」
等
々
、
理

由
は
様
々
だ
が
、
卒
業
ま
で

５
カ
月
余
り
と
な
り
、
焦
り

を
感
じ
て
就
職
支
援
課
に
訪

れ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
学
生
に
対
し

て
就
職
支
援
課
で
は
、
個
別

相
談
を
中
心
に
希
望
職
種
を

聞
き
取
り
、
採
用
意
欲
の
あ

る
企
業
を
学
内
に
招
き
、
ミ

ス
マ
ッ
チ
の
少
な
い
テ
ー

ラ
ー
メ
イ
ド
的
な
「
企
業
説

明
会
」
を
数
多
く
開
催
し
て

い
る
。
地
方
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン

希
望
者
に
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
を
介
し
て
全
国
ネ
ッ
ト
の

求
人
情
報
検
索
を
利
用
す
る

な
ど
学
生
の
希
望
に
そ
っ
た

就
職
先
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
毎
年
10
月
初
旬
に

は
保
護
者
を
対
象
に
し
た

「
就
職
相
談
会
」
を
開
催
し

て
い
る
。
基
本
的
に
は
学
生

本
人
を
交
え
た
三
者
面
談

で
、
こ
れ
ま
で
の
本
人
の
就

職
活
動
の
状
況
を
確
認
し
た

う
え
で
、
今
後
の
活
動
の
進

め
方
を
一
緒
に
考
え
、
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
手
立

て
を
講
じ
、
卒
業
研
究
が
佳

境
に
入
る
年
内
に
は
内
定
が

得
ら
れ
る
よ
う
充
実
し
た
支

援
を
行
っ
て
い
く
。

　

来
年
度
の
就
職
協
定
に
つ

い
て
経
団
連
は
、
今
年
度
と

同
日
程
と
す
る
と
発
表
し

た
。
し
た
が
っ
て
企
業
説
明

会
と
面
接
の
解
禁
は
そ
れ
ぞ

れ
３
月
１
日
と
６
月
１
日
と

な
る
。
と
こ
ろ
が
就
職
協
定

は
守
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。

今
年
度
同
様
、
多
く
の
企
業

の
フ
ラ
イ
ン
グ
に
よ
り
３
月

初
旬
か
ら
面
接
等
の
採
用
活

動
が
始
ま
る
も
の
と
危
惧
し

て
い
る
。
本
学
で
は
、
こ
の

流
れ
に
照
準
を
合
わ
せ
、
秋

学
期
か
ら
学
部
３
年
生
・
大

学
院
１
年
生
を
対
象
に
履
歴

書
や
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の

書
き
方
を
指
導
す
る
実
践
的

な
「
就
職
支
援
ガ
イ
ダ
ン

ス
」
を
木
曜
１
時
限
、
ま
た

は
４
時
限
に
実
施
し
て
い

る
。
こ
う
い
っ
た
準
備
を
重

ね
た
学
生
達
が
企
業
と
接
触

す
る
の
は
、
11
月
27
日
と
12

月
４
日
の
両
日
に
本
学
で
開

催
す
る
「
業
界
・
業
種
セ
ミ

ナ
ー
」
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

セ
ミ
ナ
ー
に
は
本
学
の
卒
業

生
を
数
多
く
採
用
し
て
い
る

上
場
企
業
・
大
企
業
を
招
待

し
て
い
る
。

　

２
月
に
は
一
泊
二
日
の
就

職
支
援
合
宿
も
実
施
す
る
。

履
歴
書
の
仕
上
げ
や
模
擬
面

接
に
重
点
を
お
き
、
２
日
間

の
特
訓
で
３
月
解
禁
に
合
わ

せ
た
準
備
を
し
て
い
く
。

　

就
職
支
援
課
は
就
職
と
向

き
合
う
学
生
を
全
力
で
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

保護者対象就職相談会では、学科担当職員が対応

講師の世耕氏

大
学
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
と
広
報
戦
略

本
学
学
生
と
杉
戸
町
民
ら
に
よ
る

杉
戸
宿
高
札
場

　
　
　
　

復
元
プ
ロ
ジ
ェク
ト

第
49
回
教
育
改
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
東
京
電
機
大
と
共
催
）

杉
戸
宿
４
０
０
周
年
記
念
事
業

上棟式に臨んだ学生と大工

就
職
支
援
情
報

来
年
度
も
早
期
対
応
を
見
据
え
、全
力
で
支
援

一
・
は
じ
め
に

　

第
49
期
決
算
、
第
50
期
予

算
が
監
査
法
人
及
び
法
人
監

事
の
監
査
を
受
け
、
法
人
理

事
会
・
評
議
員
会
で
承
認
決

定
さ
れ
た
た
め
、
こ
こ
に
財

務
諸
表
を
お
知
ら
せ
し
、
関

係
各
位
の
ご
理
解
と
引
き
続

き
の
ご
協
力
・
ご
支
援
を
お

願
い
す
る
。

　

平
成
27
年
度
（
２
０
１
５

年
度
）
に
本
学
が
行
っ
た
主

な
事
業
等
は
次
の
通
り
。

○
新
学
長
就
任

　

波
多
野
純
学
長
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
12
月
20
日
付
で

成
田
健
一
教
授
が
新
学
長
に

就
任
。
所
属
は
建
築
学
科
、

専
門
分
野
は
都
市
環
境
工

学
。

○
施
設
関
連

　

中
庭
に
新
た
な
癒
し
ス

ポ
ッ
ト
「
池
と
遊
歩
道
」
が

完
成
。
水
草
を
利
用
し
た
濾

過
方
式
を
取
り
入
れ
、
ビ
オ

ト
ー
プ
を
実
現
し
た
。
そ
の

他
、
第
２
学
生
駐
車
場
用
地

を
取
得
。
本
年
９
月
よ
り
利

用
が
開
始
さ
れ
た
。

○
大
学
設
立
50
周
年
関
連

　

第
Ⅰ
期
工
事
（
学
生
食

堂
・
ク
ラ
ブ
棟
建
設
）
が
着

工
。
ク
ラ
ブ
棟
の
解
体
及
び

旧
図
書
館
跡
地
の
広
場
工
事

化
が
始
ま
る
。
ク
ラ
ブ
棟
完

成
は
来
年
の
３
月
末
、
広
場

は
７
月
の
予
定
。

二
・
平
成
27
年
度
決
算

　

改
正
学
校
法
人
会
計
基
準

が
平
成
27
年
４
月
に
施
行
さ

れ
初
め
て
の
決
算
と
な
る
。

主
た
る
財
務
諸
表
に
つ
い
て

説
明
す
る
。「
資
金
収
支
計

算
書
」（
別
表
１
）
は
、
当

該
年
度
の
教
育
研
究
等
の
諸

活
動
に
対
す
る
す
べ
て
の
収

入
と
支
出
の
内
容
及
び
支
払

資
金
（
現
預
金
）
の
顛
末
を

明
ら
か
に
し
た
も
の
。「
事

業
活
動
収
支
計
算
書
」（
別

表
２
）
は
、
①
教
育
活
動
収

支
②
教
育
活
動
外
収
支
③
特

別
収
支
の
３
つ
の
活
動
に
区

分
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
分

毎
に
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
示
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
経
営
状
態

を
明
ら
か
に
し
た
も
の
。

「
貸
借
対
照
表
」（
別
表
３
）

は
、
年
度
末
に
お
け
る
財
政

状
態
を
明
ら
か
に
し
た
も

の
。

「
事
業
活
動
収
支
計
算
書
」

（
別
表
２
）

　

事
業
活
動
収
支
計
算
書

は
、
大
学
の
経
営
状
態
を
明

ら
か
に
す
る
も
の
で
、
昨
年

ま
で
は
消
費
収
支
計
算
書
と

称
し
て
い
た
。
企
業
会
計
に

お
け
る
損
益
計
算
書
に
相
当

す
る
も
の
で
あ
る
。

①
教
育
活
動
収
支

　

大
学
の
教
育
活
動
に
係
る

収
支
状
況
を
表
す
教
育
活
動

収
支
差
額
は
12
億
８
０
０
万

円
と
な
っ
た
。
収
入
の
主
な

内
訳
は
、
学
生
生
徒
等
納
付

金
62
億
６
２
０
０
万
円
（
予

算
対
比
２
億
６
０
０
万
円
）、

手
数
料
は
７
６
０
０
万
円
、

経
常
費
等
補
助
金
は
４
億
６

９
０
０
万
円
と
な
っ
た
。
人

件
費
は
29
億
２
４
０
０
万

円
、
教
育
研
究
経
費
は
24
億

２
９
０
０
万
円
、
管
理
経
費

は
６
億
３
３
０
０
万
円
と

な
っ
た
。

②
教
育
活
動
外
収
支

　

財
務
活
動
な
ど
の
教
育
活

動
以
外
の
経
常
的
な
活
動
に

係
る
収
支
状
況
を
表
す
教
育

活
動
外
収
支
差
額
は
３
億
６

９
０
０
万
円
の
支
出
超
過
と

な
っ
た
。
受
取
利
息
配
当
金

収
入
・
借
入
金
等
利
息
支
出

が
主
た
る
も
の
。

③
特
別
収
支

　

経
常
的
な
活
動
以
外
の
臨

時
的
な
活
動
に
係
る
収
支
状

況
を
表
す
特
別
収
支
差
額
は

２
億
４
５
０
０
万
円
と
な
っ

た
。
こ
の
要
因
は
有
価
証
券

の
償
還
差
益
等
に
よ
る
も

の
。

○
総
括

　

結
果
、
事
業
活
動
収
入

（
①
②
③
の
収
入
計
）
は
77

億
１
０
０
０
万
円
、
事
業
活

動
支
出
（
①
②
③
の
支
出

計
）
は
66
億
２
６
０
０
万

円
。
差
額
で
あ
る
基
本
金
組

入
前
当
年
度
収
支
差
額
は
10

億
８
３
０
０
万
円
と
な
っ

た
。
こ
こ
か
ら
学
校
法
人
の

諸
活
動
を
永
続
的
に
維
持
す

る
た
め
の
基
本
金
組
入
額
７

億
９
６
０
０
万
円
を
差
し
引

い
た
当
年
度
収
支
差
額
は
２

億
８
６
０
０
万
円
の
収
入
超

過
と
な
り
、
堅
調
な
大
学
運

営
が
行
わ
れ
た
。（
別
表
５

財
務
関
係
比
率
を
参
照
）

三
・
平
成
28
年
度
予
算
に
つ

い
て
（
資
金
収
支
予
算
書
）

（
別
表
４
）

　

大
学
設
立
50
周
年
を
意
識

し
た
予
算
と
な
っ
た
。
収
入

の
部
で
は
、
学
生
生
徒
等
納

付
金
、
補
助
金
収
入
を
中
心

に
施
設
設
備
工
事
に
対
応
す

る
特
定
資
産
の
取
崩
等
を
見

込
ん
だ
。
支
出
の
部
で
は
、

施
設
設
備
工
事
に
よ
る
教
育

環
境
の
改
善
、
教
育
研
究
経

費
の
充
実
を
図
る
予
算
と
し

た
。

四
・
む
す
び

　

大
学
は
平
成
29
年
度
に

設
立
50
周
年
を
迎
え
る
。

次
の
50
年
に
向
け
た
様
々

な
改
革
を
実
行
し
て
い
く
。

大
学
発
展
の
た
め
に
は
、

学
生
、
ご
父
母
、
卒
業
生

の
皆
様
の
ご
理
解
が
不
可

欠
で
あ
り
、
引
き
続
き
関

係
各
位
の
皆
様
の
ご
協
力
・

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
る
。

�

（
財
務
部
）

日
本
工
業
大
学
の
財
務
状
況

第
49
期
決
算
・
第
50
期
予
算

（別表１）資金収支計算書� 単位：千円
科目 予算 決算 差異

収入の部
学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 6,055,646 6,262,515 △ 206,869
手 数 料 収 入 69,440 76,023 △ 6,583
寄 付 金 収 入 65,750 98,241 △ 32,491
補 助 金 収 入 510,000 469,417 40,583
付 随 事 業・ 収 益 事 業 収 入 45,478 70,857 △ 25,379
受 取 利 息・ 配 当 金 収 入 122,300 156,622 △ 34,322
資 産 売 却 収 入 0 211,189 △ 211,189
雑 収 入 197,120 261,128 △ 64,008
借 入 金 等 収 入 0 0 0
前 受 金 収 入 1,982,827 2,167,354 △ 184,527
そ の 他 の 収 入 1,437,279 655,511 781,768
資 金 収 入 調 整 勘 定 △ 2,193,586 △ 2,378,521 184,935
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 4,010,722 4,010,722 0
収 入 の 部 合 計 12,302,976 12,061,057 241,920

支出の部
人 件 費 支 出 2,930,013 2,938,788 △ 8,775
教 育 研 究 費 支 出 1,523,441 1,419,362 104,079
管 理 経 費 支 出 635,019 589,575 45,444
借 入 金 等 利 息 支 出 23,200 23,172 28
借 入 金 等 返 済 支 出 215,080 215,080 0
施 設 関 係 支 出 827,400 174,189 653,211
設 備 関 係 支 出 320,917 241,176 79,741
資 産 運 用 支 出 1,372,500 1,742,210 △ 369,710
そ の 他 の 支 出 768,580 689,322 79,258
予 備 費 100,000 100,000
資 金 支 出 調 整 勘 定 △ 16,647 △ 102,076 85,430
次 年 度 繰 越 支 払 資 金 3,603,473 4,130,258 △ 526,786
支 出 の 部 合 計 12,302,976 12,061,057 241,920

（別表４）資金収支予算書� 単位：千円
科目 H28 H27 増減

収入の部
学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 6,041,984 6,055,646 △ 13,662
手 数 料 収 入 73,530 69,440 4,090
寄 付 金 収 入 87,700 65,750 21,950
補 助 金 収 入 510,000 510,000 0
付 随 事 業・ 収 益 事 業 収 入 33,825 57,700 △ 23,875
受 取 利 息・ 配 当 金 収 入 102,320 122,300 △ 19,980
資 産 売 却 収 入 0 0 0
雑 収 入 84,809 197,120 △ 112,311
借 入 金 等 収 入 0 0 0
前 受 金 収 入 2,025,771 1,982,827 42,944
そ の 他 の 収 入 2,757,947 1,437,279 1,320,668
資 金 収 入 調 整 勘 定 △ 2,167,354 △ 2,193,586 26,232
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 4,130,258 4,010,722 119,537
収 入 の 部 合 計 13,680,790 12,315,198 1,365,592

科目 H28 H27 増減
支出の部
人 件 費 支 出 2,865,497 2,930,013 △ 64,516
教 育 研 究 費 支 出 1,952,509 1,523,441 429,068
管 理 経 費 支 出 736,138 635,019 101,119
借 入 金 等 利 息 支 出 17,200 23,200 △ 6,000
借 入 金 等 返 済 支 出 98,420 215,080 △ 116,660
施 設 関 係 支 出 1,704,000 827,400 876,600
設 備 関 係 支 出 393,989 320,917 73,072
資 産 運 用 支 出 1,372,500 1,372,500 0
そ の 他 の 支 出 766,571 768,580 △ 2,010
〔 予 備 費 〕 100,000 100,000 0

0
資 金 支 出 調 整 勘 定 △ 11,909 △ 16,647 4,738
次 年 度 繰 越 支 払 資 金 3,685,875 3,615,695 70,181
支 出 の 部 合 計 13,680,790 12,315,198 1,365,592

（別表5）事業活動収支計算書の主要項目の分析表
主要項目の分析比率（％） H27 H26 増減

補 助 金/事 業 活 動 収 入 6.1% 6.8% -0.7%
人 件 費 / 経 常 収 入 39.3% 38.7% 0.6%
教 育 研 究 経 費/経 常 収 入 32.7% 34.7% -2.1%
管 理 経 費/経 常 収 入 8.5% 7.8% 0.7%
借 入 金 等 利 息/経 常 収 入 0.3% 0.4% -0.1%
人 件 費/学 生 生 徒 等 納 付 金 46.7% 45.5% 1.2%

（別表２）事業活動収支計算書（旧　消費収支計算書）� 単位：千円

教
育
活
動
収
支

収
入
の
部

科 目 予算 決算 差異
学生生徒等納付金 6,055,646 6,262,515 △ 206,869
手数料 69,440 76,023 △ 6,583
寄付金 47,750 55,624 △ 7,874
経常費等補助金 460,000 469,417 △ 9,417
付随事業収入 45,478 70,857 △ 25,379
雑収入 197,120 261,162 △ 64,042
教育活動収入計 6,875,434 7,195,598 △ 320,164

支
出
の
部

科目 予算 決算 差異
人件費 2,904,473 2,924,653 △ 20,180
教育研究経費 2,479,756 2,429,114 50,642
管理経費 676,634 633,746 42,888
徴収不能額等 0 0 0
教育活動支出計 6,060,863 5,987,514 73,349
教育活動収支差額 814,571 1,208,084 △ 393,513

教
育
活
動
外
収
支

収
入
の
部

科目 予算 決算 差異
受取利息・配当金 122,300 136,711 △ 14,411
その他の教育活動外収入 58,000 106,509 △ 48,509
教育活動外収入計 180,300 243,220 △ 62,920

支
出
の
部

科目 予算 決算 差異
借入金等利息 23,200 23,172 28
その他の教育活動外支出 549,250 589,827 △ 40,577
教育活動外支出計 572,450 612,999 △ 40,549
教育活動外収支差額 △ 392,150 △ 369,778 △ 22,372
経常収支差額 422,421 838,306 △ 415,885

特
別
収
支

収
入
の
部

科目 予算 決算 差異
資産売却額 0 211,189 △ 211,189
その他の特別収入 68,000 60,113 7,887
特別収入計 68,000 271,302 △ 203,302

支
出
の
部

科目 予算 決算 差異
資産処分差額 0 26,244 △ 26,244
その他の特別支出 0 0 0
特別支出計 0 26,244 △ 26,244

特別収支差額 68,000 245,058 △ 177,058
〔予備費〕 100,000 0 100,000
基本金組入前当年度収支差額 390,421 1,083,364 △ 692,943
基本金組入額合計 △ 900,000 △ 796,662 △ 103,338
当年度収支差額 △ 509,579 286,703 △ 796,282
前年度繰越収支差額 △ 2,692,817 △ 2,692,817 0
基本金取崩額 0 0 0
翌年度繰越収支差額 △ 3,202,396 △ 2,406,114 △ 796,282
（参考）
事業活動収入計 7,123,734 7,710,120 △ 586,386
事業活動支出計 6,733,313 6,626,756 106,557
経常収入（教育活動収入計＋教育活動外収入計） 7,055,734 7,438,818 △ 383,084

（別表３）貸貸借対照表� 単位：千円
資産の部

科目 H27 H26 増減
固定資産 44,151,712 43,354,871 796,841
　有形固定資産 19,507,318 20,091,295 △ 583,977
　特定資産 24,641,402 23,260,584 1,380,818
　その他の固定資産 2,992 2,992 0
流動資産 4,328,775 4,280,178 48,597

合　　　計 48,480,487 47,635,049 845,438

負債の部
科目 H27 H26 増減

負債の部 4,758,487 4,996,413 △ 237,926
　固定負債 1,959,872 2,072,427 △ 112,555
　流動負債 2,798,615 2,923,986 △ 125,371

合　　　計 4,758,487 4,996,413 △ 237,926

純資産の部
科目 H27 H26 増減

基本金 46,128,114 45,331,453 796,662
繰越収支差額 △ 2,406,114 △ 2,692,817 286,703

合　　　計 43,722,000 42,638,636 1,083,364
負債及び純資産の部合計 48,480,487 47,635,049 845,438
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今年のフォーミュラマシン。全種目を完走

学生が選定した本は特集展示される

　

電
子
情
報
通
信
学
会
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ク
オ
リ

テ
ィ
研
究
会
に
お
け
る
４
組

の
受
賞
報
告
が
届
い
た
（
下

表
）。
同
学
会
は
電
子
技
術
、

情
報
処
理
技
術
、
通
信
技
術

に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い

る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
は

　

電
子
情
報
メ
デ
ィ
ア
工
学

専
攻
修
士
課
程
修
了
生
の
茂

木
拓
也
君
（
於
保
研
究
室
）

が
９
月
２
日
、
計
測
自
動
制

御
学
会
の
「
セ
ン
シ
ン
グ

フ
ォ
ー
ラ
ム
研
究
奨
励
賞
」

を
受
賞
し
た
。
受
賞
論
文
名

は
「
超
音
波
セ
ン
サ
を
用
い

た
ト
ル
ク
の
非
接
触
計
測
」。

　

本
研
究
で
は
、
初
め
て
の

試
み
と
し
て
「
超
音
波
式
測

定
」
を
自
動
車
エ
ン
ジ
ン
向

け
に
提
案
し
、
そ
の
原
理
を

実
証
。
角
度
と
回
転
数
の
ほ

か
角
速
度
も
計
測
す
る
こ
と

が
で
き
、
ト
ル
ク
に
つ
い
て

も
推
定
値
取
得
を
可
能
と
し

た
。
将
来
的
に
は
自
動
車
エ

ン
ジ
ン
や
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
回

転
セ
ン
サ
と
し
て
の
活
用
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

じ
め
と
す
る
通
信
や
無
線
は

現
代
社
会
に
お
け
る
最
重
要

分
野
で
、
今
後
一
層
の
進
歩

が
期
待
さ
れ
て
い
る
だ
け

に
、
受
賞
学
生
に
と
っ
て
大

き
な
励
み
と
な
る
だ
ろ
う
。

受
賞
の
詳
細
は
本
学
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
で
紹
介
し
て
い
る
。

特
別
展
「
宮
代
町
の

指
定
文
化
財
」

宮代町
だより

204号

　

現
在
、
宮
代
町
に
は
33

件
の
町
指
定
文
化
財
が
あ

り
ま
す
。
西
光
院
に
伝
わ

る
徳
川
将
軍
家
か
ら
発
給

さ
れ
た
朱
印
状
や
葵
紋
入

り
の
粟
田
口
焼
茶
碗
、
こ

の
ほ
か
主
に
和
戸
地
域
を

中
心
に
残
さ
れ
て
い
る
12

体
の
円
空
仏
な
ど
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
特
別
展
で
は
、

こ
れ
ら
の
町
指
定
文
化
財

を
可
能
な
限
り
一
堂
に
会

し
て
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し

ま
す
。
な
お
、
期
間
中
は
、

秘
仏
と
し
て
25
年
に
一
度

ご
開
帳
さ
れ
て
い
る
西
方

院
の
十
一
面
観
音
像
が
特

別
公
開
さ
れ
ま
す
。

【
期
間
】
12
月
25
日
（
日
）

ま
で
※
月
曜
・
祝
日
の
翌

日
は
休
館
【
問
】
宮
代
町

郷
土
資
料
館
０
４
８
０
・

34
・
８
８
８
２

▼
「
新
し
い
こ
と

を
勉
強
し
て
い
る

と
世
の
中
は
怖
く

あ
り
ま
せ
ん
。
何

も
し
な
い
で
、

じ
っ
と
し
て
い
る

か
ら
、
怖
く
な
る

ん
で
す
」
▼
落
語
家
の
故
・

林
家
彦
六
の
言
葉
だ
。
彼
は

反
骨
精
神
旺
盛
な
洒
脱
な
人

柄
で
終
生
、
長
屋
住
ま
い
で

あ
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て

い
る
▼
彼
の
芸
風
は
、
地
味

な
が
ら
も
実
直
か
つ
恬
淡
と

道
を
究
め
た
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
言
は
彼
の
芸
人
論

を
超
え
た
人
間
論
と
言
っ
て

も
よ
い
だ
ろ
う
▼
言
わ
ば
、

停
滞
・
沈
潜
が
何
も
生
ま
ず

そ
れ
ど
こ
ろ
か
人
を
訳
も
な

く
臆
病
に
さ
せ
る
こ
と
を
静

か
に
戒
め
て
い
る
、
と
い
う

意
味
だ
ろ
う
。
そ
の
挑
戦
の

気
概
が
、
読
む
も
の
の
目
に

小
気
味
よ
い
。
こ
の
よ
う
な

姿
勢
を
、
正
し
い
意
味
で
の

「
晩
熟
」
と
い
う
の
だ
ろ
う

か
▼
ま
た
、
彼
は
次
の
よ
う

な
言
葉
も
残
し
て
い
る
。

「
俺
は
70
過
ぎ
て
か
ら
、
売

れ
た
の
だ
よ
・
・
」
若
い
う

ち
の
不
遇
な
ど
、
ど
れ
ほ
ど

の
も
の
か
、
と
▼
改
め
て
思

う
。
人
生
、
先
は
長
い
。
地

道
に
や
っ
て
い
け
ば
い
ず
れ

花
は
咲
く
の
だ
と
【
信
】

編 集 後 記

【
任
用
】（
９
月
１
日
付
）

◆
村
上
隆
之
事
務
職
員
（
教
務

課
）

【
昇
任
】（
10
月
１
日
付
）

◆
二
ノ
宮
進
一
准
教
授
（
機
械

工
学
科
）
→
教
授
に
昇
任

◆
細
田
彰
一
准
教
授
（
機
械
工

学
科
）
→
教
授
に
昇
任

◆
安
原
鋭
幸
准
教
授
（
も
の
づ

く
り
環
境
学
科
）
→
教
授
に
昇

任◆
樋
口
勝
准
教
授
（
創
造
シ
ス

テ
ム
工
学
科
）
→
教
授
に
昇
任

◆
上
野
貴
博
准
教
授
（
電
気
電

子
工
学
科
）
→
教
授
に
昇
任

◆
平
栗
健
史
准
教
授
（
電
気
電

子
工
学
科
）
→
教
授
に
昇
任

◆
高
瀬
浩
史
准
教
授
（
情
報
工

学
科
）
→
教
授
に
昇
任

◆
石
原
次
郎
准
教
授
（
情
報
工

学
科
）
→
教
授
に
昇
任

◆
佐
々
木
誠
准
教
授
（
建
築
学

科
）
→
教
授
に
昇
任

◆
石
川
貴
一
朗
助
教
（
機
械
工

学
科
）
→
准
教
授
に
昇
任

◆
秋
元
俊
成
助
教
（
創
造
シ
ス

テ
ム
工
学
科
）
→
准
教
授
に
昇

任◆
木
村
貴
幸
助
教
（
電
気
電
子

工
学
科
）
→
准
教
授
に
昇
任

◆
大
橋
裕
太
郎
助
教
（
情
報
工

学
科
）
→
准
教
授
に
昇
任

◆
菊
田
貴
恒
助
教
（
建
築
学
科
）

→
准
教
授
に
昇
任

◆
芳
賀
健
講
師
（
共
通
教
育
系
）

→
准
教
授
に
昇
任

◆
山
中
章
子
講
師
（
共
通
教
育

系
）
→
准
教
授
に
昇
任

◆
進
藤
卓
也
助
手
（
電
気
電
子

工
学
科
）
→
助
教
に
昇
任

【
任
命
】（
９
月
１
日
）

◆
教
務
課
長
補
佐　

村
上
隆
之

（
10
月
１
日
）

◆
機
械
工
学
科
主
任　

中
野
道

王
教
授
（
再
任
）

◆
創
造
シ
ス
テ
ム
工
学
科
主
任

　

中
里
裕
一
教
授
（
再
任
）

◆
情
報
工
学
科
主
任　

辻
村
泰

寛
教
授
（
再
任
）

◆
生
活
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
主

任　

足
立
真
教
授
（
新
任
）

◆
電
子
情
報
メ
デ
ィ
ア
工
学
専

攻
幹
事　

吉
野
秀
明
教
授
（
再

任
）

◆
建
築
デ
ザ
イ
ン
学
専
攻
幹
事

　

黒
津
髙
行
教
授
（
新
任
）

◆
電
気
工
学
専
攻
幹
事　

吉
野

秀
明
教
授
（
再
任
）

◆
建
築
学
専
攻
幹
事　

黒
津
髙

行
教
授
（
新
任
）

◆
留
学
生
別
科
長
兼
担　

古
閑

伸
裕
教
授
（
再
任
）

【
退
職
】（
７
月
31
日
付
）

◆
山
田
隆
司
事
務
職
員
（
財
務

課
）国

外
出
張

◆
小
㟢
美
勇
准
教
授
（
機
械

工
学
科
）
／
出
張
先
＝
中
国

（
８
／
14
〜
８
／
18
）
／
目
的

＝
精
密
製
造
技
術
に
関
す
る

国
際
会
議
（
ｎ
ａ
ｎ
ｏ
Ｍ
ａ

ｎ
２
０
１
６
）
で
の
研
究
発

表◆
張
暁
友
教
授
（
機
械
工
学
科
）

／
出
張
先
＝
中
国
（
８
／
22
〜

８
／
28
）
／
目
的
＝
第
４
回
機

械
、
自
動
化
及
び
材
料
科
学
に

関
す
る
国
際
会
議
で
の
研
究
発

表◆
鈴
木
宏
典
教
授
（
も
の
づ
く

り
環
境
学
科
）
／
出
張
先
＝
タ

イ
（
８
／
27
〜
８
／
31
）
／
目

的
＝
環
境
・
都
市
・
交
通
工
学

国
際
会
議
で
の
研
究
発
表

◆
神
雅
彦
教
授
（
機
械
工
学
科
）

／
出
張
先
＝
タ
イ
（
９
／
１
〜

９
／
４
）
／
目
的
＝
「
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
Ｊ
引
率
」（
他
学
部
学

生
６
名
）

◆
瀬
戸
眞
弓
教
授
（
生
活
環
境

デ
ザ
イ
ン
学
科
）
／
出
張
先
＝

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
（
９
／
１
〜
９

／
７
）
／
目
的
＝
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
に
お
け
る
高
齢
者
の
歩
行
空

間
を
構
成
す
る
用
語
に
関
す
る

現
地
調
査

◆
波
多
野
純
教
授
（
生
活
環
境

デ
ザ
イ
ン
学
科
）
／
出
張
先
＝

カ
ナ
ダ
（
９
／
２
〜
９
／
14
）

／
目
的
＝
２
×
４
木
造
建
築
工

房
に
よ
る
カ
ナ
ダ
研
修
所
で
の

建
設
作
業
指
導

◆
勝
木
祐
仁
准
教
授
（
生
活
環

境
デ
ザ
イ
ン
学
科
）
／
出
張
先

＝
カ
ナ
ダ
（
９
／
２
〜
９
／
14
）

／
目
的
＝
２
×
４
木
造
建
築
工

房
に
よ
る
カ
ナ
ダ
研
修
所
で
の

建
設
作
業
指
導
、
カ
ナ
ダ
研
修

所
に
て
出
前
授
業
な
ら
び
に
進

学
指
導
を
実
施

◆
野
口
憲
治
助
手
（
建
築
学
科
）

／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ
（
９
／
２

〜
９
／
14
）
／
目
的
＝
２
×
４

木
造
建
築
工
房
に
よ
る
カ
ナ
ダ

研
修
所
で
の
建
設
作
業
指
導

◆
瀧
澤
英
男
准
教
授
（
機
械
工

学
科
）
／
出
張
先
＝
イ
ギ
リ
ス

（
９
／
３
〜
９
／
11
）
／
目
的
＝

板
成
形
数
値
解
析
の
国
際
会
議

で
の
研
究
発
表

◆
大
橋
裕
太
郎
准
教
授
（
情

報
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
カ

ナ
ダ
（
９
／
５
〜
９
／
10
）

／
目
的
＝
カ
ナ
ダ
研
修
所
に

て
出
前
授
業
な
ら
び
に
進
学

指
導
を
実
施

◆
大
野
修
一
准
教
授
（
共
通
教

育
系
）
／
出
張
先
＝
韓
国
（
９

／
７
〜
９
／
11
）
／
目
的
＝
函

数
論
に
つ
い
て
の
国
際
会
議
に

お
け
る
招
待
講
演

◆
金
野
千
恵
助
教
（
生
活
環
境

デ
ザ
イ
ン
学
科
／
出
張
先
＝
イ

タ
リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
（
９
／
10

〜
９
／
19
）
／
目
的
＝
第
15
回

ヴ
ェ
ネ
チ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

国
際
建
築
展
日
本
館
展
示
案
内

等◆
梅
谷
篤
史
准
教
授
（
共
通
教

育
系
）
／
出
張
先
＝
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
（
９
／
10
〜
９
／
17
）

／
目
的
＝
第
26
回
核
物
理
学
の

国
際
会
議
で
の
研
究
発
表

◆
劉　

雯
准
教
授
（
共
通
教
育

系
）
／
出
張
先
＝
中
国
（
９
／

11
〜
９
／
19
）
／
目
的
＝
中
国

衢
州
中
等
専
業
学
校
に
お
け
る

留
学
生
別
科
入
学
試
験
の
実
施

と
学
生
募
集
活
動

◆
古
閑
伸
裕
教
授
（
機
械
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
中
国
（
９
／

16
〜
９
／
19
）
／
目
的
＝
協
定

機
関
Ｅ
Ｉ
Ｃ
に
お
け
る
募
集
活

動
と
新
社
長
と
の
今
後
の
募
集

に
関
す
る
打
ち
合
わ
せ

◆
吉
田
清
教
授
（
電
気
電
子
工

学
科
）
／
出
張
先
＝
イ
ギ
リ
ス

（
９
／
28
〜
10
／
３
）
／
目
的
＝

国
際
電
気
標
準
会
議
Ｔ
Ｃ
９
４

国
際
会
議
に
出
席

◆
二
ノ
宮
進
一
教
授
（
機
械
工

学
科
）
／
出
張
先
＝
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
（
10
／
２
〜
10
／
７
）
／

目
的
＝
国
際
砥
粒
加
工
学
会
で

の
研
究
発
表
・
国
際
砥
粒
委
員

会
出
席

◆
吉
田
清
教
授
（
電
気
電
子
工

学
科
）
／
出
張
先
＝
ア
メ
リ
カ

（
10
／
８
〜
10
／
14
）
／
目
的
＝

第
62
回
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
ホ
ル
ム
会
議

に
お
い
て
研
究
発
表

◆
神
野
健
哉
教
授
（
電
気
電
子

工
学
科
）
／
出
張
先
＝
ハ
ン
ガ

リ
ー
（
10
／
８
〜
10
／
14
）
／

目
的
＝
２
０
１
６
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
シ

ス
テ
ム
、
人
間
、
サ
イ
バ
ネ

テ
ィ
ッ
ク
ス
に
関
す
る
国
際
会

議
で
の
研
究
発
表

◆
佐
藤
進
也
教
授
（
情
報
工

学
科
）
／
出
張
先
＝
ア
メ
リ

カ
（
10
／
12
〜
10
／
18
）
／

目
的
＝
Ｗ
ｅ
ｂ
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ス
に
関
す
る
国
際
会

議
Ｗ
Ｉ
２
０
１
６
へ
の
参
加

と
研
究
発
表

◆
生
駒
哲
一
教
授
（
情
報
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
中
国
（
11
／

３
〜
11
／
６
）
／
目
的
＝
第
７

回
計
算
知
能
と
産
業
応
用
に
関

す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
（
Ｉ

Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｉ
Ａ
２
０
１
６
）
で
研

究
発
表

電
子
情
報
通
信
学
会

最
優
秀
賞
な
ど
４
組
が
受
賞

計
測
自
動
制
御
学
会

研
究
奨
励
賞
受
賞

学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
大
会

日
本
自
動
車
工
業
会
会
長
賞
を
受
賞

電
子
情
報
メ
デ
ィ
ア
工
学
専
攻
修
士
課
程
修
了

茂
木
拓
也
君

学
生
が
選
定
し
た

書
籍
を
展
示
貸
出

宮
代
キ
ャ
ン
パ
ス
で

防
災
訓
練
を
実
施

　

今
年
は
９
月
６
日
か
ら
５

日
間
、
静
岡
県
で
開
催
。
機

械
工
学
科
学
生
を
中
心
に
構

成
さ
れ
た
チ
ー
ム
が
参
戦
し
、

全
種
目
完
走
チ
ー
ム
に
贈
ら

れ
る
日
本
自
動
車
工
業
会
会

長
賞
を
３
年
連
続
で
受
賞
し

た
。
参
加
92
チ
ー
ム
中
、
全

種
目
完
走
が
19
チ
ー
ム
と
厳

し
い
状
況
の
中
、
本
学
チ
ー

ム
は
４
回
目
の
受
賞
で
、
直

近
３
年
間
で
の
連
続
受
賞
は

本
学
を
含
め
２
チ
ー
ム
の
み
。

　

８
月
18
日
、
宮
代
キ
ャ
ン

パ
ス
に
お
い
て
防
災
訓
練
が

行
わ
れ
た
。
学
生
、
教
職

員
、
近
隣
住
民
等
１
７
８
名

が
参
加
。
震
度
６
強
の
地
震

を
想
定
し
、
午
前
９
時
か
ら

身
の
安
全
を
確
保
す
る
シ
ェ

イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
、
避
難
訓

練
、
負
傷
者
搬
送
訓
練
、
初

期
消
火
訓
練
、
マ
ン
ホ
ー
ル

ト
イ
レ
設
置
訓
練
等
を
行
っ

た
。
ま
た
９
月
16
日
に
は
１

年
次
生
対
象
の
避
難
訓
練
を

実
施
。
９
７
７
名
が
参
加

し
、
防
災
意
識
を
高
め
た
。

　

９
月
20
日
に
三
省
堂
書
店

神
田
神
保
町
本
店
に
て
、
第

ま
た
、
コ
ス
ト
・
製
造
審
査

の
得
点
で
評
価
さ
れ
る
コ
ス

ト
賞
で
３
位
に
初
入
賞
、
総

合
で
12
位
と
健
闘
し
た
。

小中学生対象のものづくり体験教室を実施

　夏休み期間を利用して、小・中学
生や保護者を対象とした各種体験教
室が今年も実施された。理科や工業
技術への興味喚起を目的として毎年
開催している。上記の通りバラエティ
に富んだ講義、実験、製作・実習な
どが企画され、各学科および共通教

育系の教員や学生が丁寧に指導を
行った。小・中学生にとっては夏休
みの自由研究のテーマとしても最適で、
また、大学キャンパスで大学教員から
指導を受けられる機会とあって、例年
通り各イベントとも定員を超える盛況
であった。

イベント名称 主な内容 実施日 参加数

中学生科学教室 ホーバークラフト制作 7/30（土） 11名

親子ものづくり教室 木炭電池制作など5テーマ 8/6（土） 66組

関東地区リフレッシュ理科教室 理科実験、かざしてオルゴール制作 8/20（土） 37名

子ども大学みやしろ からくり人形制作、デザイン講座など 9・10月の計4回 51名

子ども大学すぎと 光を使った実験、貯金箱制作など 9・10月の計4回 39名

夏休みの自由研究としても人気

③中山さん

②設楽君

④代表の原君（中央）他プロジェクトメンバー

①（左より）平栗教授、森野君、吉野教授

２
回
選
書
ツ
ア
ー
を
実
施
し

た
。「
選
書
」
と
は
、
Ｌ
Ｃ

セ
ン
タ
ー
の
購
入
図
書
を
選

ぶ
業
務
で
、
通
常
は
司
書
が

本
の
カ
タ
ロ
グ
か
ら
選
ん
で

い
る
。
一
方
、
選
書
ツ
ア
ー

は
「
学
生
に
よ
る
学
生
の
た

め
の
選
書
」
を
目
的
と
し
た

企
画
で
あ
り
、
実
際
に
書
店

に
出
向
い
て
、
本
の
内
容
を

み
て
選
定
す
る
も
の
で
、
年

１
回
開
催
し
て
い
る
。
今
年

の
参
加
者
８
名
に
よ
る
「
利

用
者
目
線
」
の
選
定
図
書
38

冊
は
、
10
月
17
日
よ
り
Ｌ
Ｃ

セ
ン
タ
ー
の
特
集
展
示
で
紹

介
す
る
。
昨
年
同
様
、
多
く

の
貸
出
を
期
待
し
た
い
。

人
事
異
動

子ども大学すぎと　入学式 子ども大学みやしろ　実習風景

親子ものづくり教室　実習風景 中学生科学教室　実習風景

賞 所属学科／専攻 受賞者名 受賞論文名 受賞日

① 研究賞
電気電子工学科・教授 吉野　秀明

無線LANにおける衝突回避/検出方式の
一検討 7/26電気電子工学科・教授 平栗　健史

電子情報メディア工学専攻博士後期１年 森野　善明
② 奨励賞 電子情報メディア工学専攻博士前期1年 設樂　　勇 Dual coding方式による映像伝送の提案 7/26

③ 最優秀賞 電気電子工学科4年 中山　昌美 多方向電力伝送システムを可能とするモノ
ポールアンテナと矩形無給電素子の評価 8/28

④ 奨励賞 電子情報メディア工学専攻博士前期1年 原　　正東
（代表）

ヘルスケア・生活支援システムのトライアル
に向けて～高齢者を見守るシステム開発～ 8/28


